
●子どもたちのICT利活用を
　サポートする「地域おこし協力隊」
　を募集しています
　本市では現在、首都圏から移住し、学校教育の
ICT活用支援や地域教育プログラムづくりに取
り組む「地域おこし協力隊」を募集しています。
　未来を担う子どもたちの学びや、本市の教育
環境を大きく変えていくプロジェクトです。
対象
　●三大都市圏又は地方都市等に在住し、採用後
　　に多賀城市へ住民票を異動し居住できる人
次のような人を募集しています！
　●小・中学校の学習環境に課題意識を
　　持っている人
　●都市部でのIT・企画の経験を
　　地元・多賀城で活かしたい人
　●一度は教員を目指して教員免許を
　　持っている人
　上記のような人がいましたら、ぜひ募集情報
を伝えてください！
　教育で社会を変えたい！ＩＴで社会を変えたい！
未来の子どもたちに
良質な教育環境を届けたい！
そのような人の応募を
待っています。

●教室をワクワクドキドキの「探究の場」に！
　これまでの「先生の話をじっと聞いて暗記する授業」中心から、
「子どもたちが主役となって夢中で取り組む授業」へと再設計していきます。
・自分のペースで、苦手を「できる！」に
　ＡＩを搭載したドリルを活用し、一人ひとりの理解度に合わせた問題に挑戦して
います。「わかった！」という実感を子どもたちの自信と笑顔につなげていきます。
・友達の意見を参考に、みんなのアイデアが融合！
　友達のタブレットの画面を見ながら、「私はこう思う」「あ、その視点いいね！」と
リアルタイムで意見を交換しています。お互いの良さを認め合いながら、課題を解決する力を育んでいきます。
・正解のない問いに挑む「S

ス テ ィ ー ム
TEAM教育」

　科学や数学、芸術などを組み合わせた授業では、プログラミング、３Ｄプリンターによる創作活動をしたり、地域の
課題を解決するアイデアを練ったりするなど、「正解が一つではない」ワクワクする問いに、挑ませていきます。

●「教える人」から、心に寄り添う「伴走者」へ
　学校が変わるのは、子どもたちの学びだけではありませ
ん。先生の働き方も生まれ変わります。
・「校務ＤＸ」で変わる先生の時間
　事務作業のデジタル化で生まれたゆとりの時間を「子ども
たちと向き合う時間」へ還元します。先生は勉強を教えるだ
けでなく、一人ひとりの心の変化や小さなつまずきに寄り
添う「心強い伴走者」として、子どもたちに寄り添っていき
ます。

●学校や家庭など、どこにいてもつながる安心
　令和９年度に向け、国内最先端の安全なネットワーク環
境の構築を進めています。
・家庭と学校をシームレスに
　リアルタイムな情報共有や連絡帳のデジタル化により、
家庭と学校が手を取り合って子どもの成長を見守ることが
できます。
・誰一人取り残さない教育の推進
　登校が難しい児童生徒や支援が必要な子どもへも、オン
ラインなどで丁寧に学習をサポートします。また、海外で
極端なデジタル化により子どもの読解力低下などが問題と
なった教訓を生かし、本市では、紙とデジタルの強みを融合
した「ハイブリッド教育」で子どもたちの学びを豊かに高め
てまいります。子どもたちが未来をたくましく切り拓ける
ように、これからも新しい時代が求める学校づくりに全力
で突き進んでいきます。

新しい時代が求める学校づくり新しい時代が求める学校づくり
　「できた！」「次、これやってみよう！」――
　今、市内の学校においては、タブレット端末をのぞき込みながら、
キラキラした瞳で話し合う子どもたちの姿が見られます。
　本市では、ＡＩ（人工知能）や技術革新が急速に進むこれからの

時代を生きる子どもたちのために、「多賀城市スマートスクール構想」を進めています。これは、
単にタブレット端末を配るだけではありません。子どもたちの見方や学び方を深め、そして先生
の働き方を最先端の技術を活用し、変革する、未来への大きな挑戦です。

● 学校は、失敗してもいい「最高の練習場」
　私たちは、学校を「いくら失敗してもいい、最高の練習
場」にしたいと考えています。子ども達が経験する「失敗
や苦労など（壁）」を「学び（階段）」に変えていくことで
子どもの成長につなげていきます。子どもたちに「勇気を
もって一歩踏み出す挑戦」を求めるならば、まずは私たち
大人が挑戦する姿を見せていきたいものです。

● 結びに
　多賀城という歴史ある地で、人と人、地域と学
校が織りなすつながりが、子どもたちの未来を温
かく包み込みます。
「子どもまん中、挑み続ける多賀城の教育」
　このスローガンのもと、先生も、子どもたちも、
思い切ってチャレンジしてほしいと考えます。地
域の皆さんも、どうかその挑戦を温かく応援し、
見守っていただければ幸いです。

問 教育総務課教育総務係　☎368-5021

詳しくはこちら▶︎
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AIにはできない、身体感覚と
経験という「地面」に言葉の根っこを

語る学びを重視します。

「自分の行動を整える」ことで、
信頼される人間性の下地と、
気付きの力を養います。

心理的安全性を伴う「自治の力」が心理的安全性を伴う「自治の力」が
教科の深い学びを支える土台となります。教科の深い学びを支える土台となります。

スキルや情熱があっても、「考え方」が
マイナスなら成果もマイナスになる

アドバイザーによる技術の可視化や
AI授業分析を活用し、日本一教師

が成長できる街へ

ネットワーク統合や校務の
フルクラウド化により、
二重入力などの事務負担を

削減します。

挑戦による失敗の責任は挑戦による失敗の責任は
教育長が取る。教師自身が教育長が取る。教師自身が

挑戦する背中を子どもに見せる。挑戦する背中を子どもに見せる。

教科で得た「武器（知識）」を
実社会の課題で使い、
試行錯誤する循環

ワンチームで取り組む「挑戦」の指針ワンチームで取り組む「挑戦」の指針

　多賀城の未来を担う子どもたちのために、これからの学校教育をど
う変えていくのか。
　市岡教育長が、目指す教育の姿と市民の皆さんへの熱い思いを語り
ます。

●子どもたちのために
　「ワンチーム」で歩む
　私たちは、多賀城で育つ子どもたち一人
ひとりの大切な「命の時間」を預かっていま
す。教育委員会、学校、そして市民の皆さん。
それぞれの立場は違っても、私たちの目的
はただ一つ。すべては「多賀城の子どもたち
の利益のために」ということです。この大き
な旗印のもと、みんなで一つのチームとなっ
て、共に歩みを進めていきましょう。

・日本一の挨
あいさつ
拶

・日本一の返
へんじ
事

・日本一の後
あとしまつ
始末

　本物の教育は、目に見えない「根っこ（心の土台）」をどう育て
るかで決まると考えます。多賀城市では、次の3つのしつけを大
切にしていきます。

　これは単なる形
マナ ー
式ではありません。自

分の行動を整え、「誰も見ていなくても、
いつでも誠実に振る舞う心」を育てるた
めのものです。この根っこがしっかりと
張ってこそ、子どもたちは自分の足で未
来へ踏み出すことができます。

● 心の土台を育てる「しつけの三原則」

●「なるほど！」と実感できる、本物の学び
　これからの時代も知識はただ暗記するだけでなく、自分の経験と結び付いた「生きた知識」にすることが重要です。
市内の学校では、次のような地に足をつけた学びを進めていきます。

＊１　探究学習：あらかじめ答えが用意されていない問題に対し、自ら問いを立て、情報収集・分析を行い、自分なりの答えを導き出して表現する学習方法
＊２　STEAM教育：科学・技術・ものづくり・芸術・数学などを総合的に学ぶ、これからの時代の教育

・「探究学習＊１」と「S
ス テ ィ ー ム
TEAM教育＊２」

　得た知識を「武器」にして、実社会のルールや課
題に自ら挑戦する力を育てます。

・言葉を大切にした授業づくり
　子どもが発する言葉一つ一つを、その子どもの身体感覚
や経験という「地面」にしっかりと接地させるプロセスを大
切にします。学校で学ぶ多くの内容を実体験や感覚、具体
的なイメージと結び付かせます。

～多賀城市が目指す、教育ＤＸで拓く新時代の学校づくり～

子どもまん中 挑み続ける多賀城の教育

しつけの三原則
「挨拶・返事・後始末」

ICTは「子どもを見る時間」を
取り戻す手段

不易（しつけや自治）と流行（ICTや探究）を融合させ、
教職員がプロとしての矜持を持ち、子どもの利益のために
「ワンチーム」で挑戦し続ける組織文化を目指すロードマップ

子どもまん中、挑み続ける多賀城の教育：ワンチームで取り組む「挑戦」の指針
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試験区分 職種
（採用予定人数） 年齢、資格要件など

中級
（短大卒業程度）

保育士 
（数人程度）

平成9年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または令和9年3月31日までに資格を取得する見込みの人

初級
（高校卒業程度）

事務 A
 （数人程度）

平成17年4月2日から平成21年4月1日までに生まれた人
（学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人
または令和9年3月31日までに卒業する見込みの人を除く）

土木 
（数人程度）

平成17年4月2日から平成21年4月1日までに生まれた人
（学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人
または令和9年3月31日までに卒業する見込みの人を除く）

実務経験＊

事務 
（数人程度）

昭和62年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた人で、
直近7年（平成31年4月1日～令和8年3月31日）中に
民間企業や行政機関などでの実務経験を4年以上有する人

設備
（数人程度）

昭和62年4月2日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人 
ア　設備設計一級建築士、建築設備士または管工事施工管理技士

（1級または2級）の資格を有し、資格取得の前後を問わず、民間企業
（公団、財団を含む）または公務員としての機械設備の設計、工事施工
管理、保全などに関する実務経験年数が令和8年3月31日現在で通算
4年以上の人 

イ　民間企業（公団、財団を含む）または公務員としての機械設備の設計、
工事施工管理、保全などに関する実務経験年数が、令和8年3月31日で
通算10年以上の人

情報
（数人程度）

昭和62年4月2日以降に生まれた人で、次のどちらにも該当する人 
ア　独立行政法人情報処理推進機構が実施する基本情報技術者試験　

レベル2以上の資格を有している人 
イ　アの資格取得の前後を問わず、民間企業（公団、財団を含む）

または公務員としての情報システムのマネジメントまたは開発に関する
実務経験年数が、令和8年3月31日で通算4年以上の人

土木
（数人程度）

昭和57年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人で、
土木施工管理技士（一級または二級）の資格を有し、資格取得の前後を問わず、
民間企業（公団、財団を含む）または公務員としての土木構造物の設計または
施工管理に関する実務経験年数が、令和8年3月31日で通算4年以上の人

1 職員採用試験
（中級、初級、実務）

問 総務課人事係　☎368-2195

申込期限 ８月３日㊊ 16 時 30 分まで　
＊郵送の場合は、８月３日㊊必着

第１次試験 筆記試験
日程／９月 20 日㊐　場所／文化センター
内容／（中級・初級事務 A）教養試験、適性検査、性格特性検査

（初級土木）教養試験、適性検査、性格特性検査、専門試験
（実務経験）職務能力試験、職務適応性検査、適性検査

第２次試験
面接試験 日程／ 11 月中旬（予定）　

場所／文化センター

最終面接 日程／ 11 月下旬（予定）　
場所／文化センター

＊実務経験区分について、実務経験は、同一の企業などにおいて正社員など（アルバイトなどは除く）として 1 年以上
　継続して当該実務を経験した期間を通算するものとします。なお、「正社員など」とは、週 30 時間以上の勤務体系で
　勤務しているものを経験年数として通算し、週 30 時間未満の勤務体系については、通算しないものとします
　（週 30 時間以上の会計年度任用職員通算可）。

▲市 HP
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市 役 所 からお 知らせ

問 財政課管財契約係　☎368-2352

　５月30日、市庁舎エントランス棟の完成を祝う「完成記念セレモニー」が開催されました。テープカットには市
民の皆さんなどの他、地元タレントの本間秋彦さん（本間ちゃん）も参加しました。
　また、完成記念式典では、エントランス棟に寄付をいただいた、有限会社大善硝子店様・東邦アセチレン株式会
社様へ感謝状を贈呈しました。
　完成記念式典後は、本間ちゃんの「多賀城悠久浪漫大使」就任式も同時に行われました。
　記念イベントとして、多賀城太鼓保存会、多賀城中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏、ダンススタジオR

リ レ イ シ ョ ン

elation
の皆さんによるダンス披露もありました。
　式典後は、市民の皆さんにエントランス棟を自由に見学していただきました。
　より親しまれる、身近な憩いの場としても活用いただけるよう、この場所を使ったイベント開催なども予定して
います。
　新しくなったエントランス棟に、ぜひ、足を運んでみてください。

市民の皆さんと完成をお祝い

市庁舎全景

新・多賀城悠久浪漫大使の本間ちゃん

エントランス棟に寄付をいただきました。

多賀城太鼓保存会による演舞

多くの皆さんに参加していただきました。

ダンススタジオ Relation の皆さんのダンス

こども家庭センターの広い研修室

キッチンカーも
賑わっていました。

多賀城中学校吹奏楽部の皆さんの演奏 踊ってお祝いする市民の皆さん 開放感抜群の広場

個室の相談室もたくさん
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